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不
慮
の
事
故
等
に
よ
っ
て
脳
を
損
傷
し
、
そ
の
後
遺
症
に
悩
む
い
わ
ゆ
る
脳
外
傷
者
の
多
く
は
、
既
存
の
医
療
や
福
祉
制
度

で
は
適
切
な
治
療
・
支
援
が
得
ら
れ
ず
制
度
の
谷
間
に
お
か
れ
て
い
る
。 

脳
外
傷
者
は
、
高
次
脳
機
能
障
害
と
総
称
さ
れ
る
空
間
認
知
障
害
、
見
当
識
障
害
、
記
銘
力
障
害
、
意
欲
注
意
力
障
害
等
々

の
障
害
を
併
発
す
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
高
次
脳
機
能
障
害
は
外
見
か
ら
障
害
が
判
別
し
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、
障
害
に

対
す
る
社
会
的
認
知
度
も
低
く
、
障
害
の
判
定
基
準
も
確
立
し
て
い
な
い
。
医
学
的
に
は
、
脳
外
傷
者
・
高
次
脳
機
能
障
害
者

に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
現
行
の
診
療
報
酬
制
度
で
は
医
療
機
関
が

脳
外
傷
者
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
専
門
的
に
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
病
院
財
政
を
圧
迫
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て

お
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
行
し
て
い
る
先
駆
的
医
療
機
関
に
対
す
る
財
政
的
な
行
政
支
援
も
行
わ
れ
て

い
な
い
。
一
方
福
祉
制
度
に
お
い
て
も
、
脳
外
傷
者
・
高
次
脳
機
能
障
害
者
は
、
身
体
障
害
者
と
し
て
も
知
的
障
害
者
と
し
て

も
救
済
さ
れ
ず
施
設
入
所
や
ヘ
ル
パ
ー
活
用
等
の
福
祉
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
負
担
は
患
者
と
そ
の

家
族
が
担
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

脳
外
傷
の
主
な
受
傷
原
因
と
考
え
ら
れ
る
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
、
救
命
救
急
医
療
の
進
歩
等
に
よ
っ
て
死
者
数
は
毎
年
一 

脳
外
傷
者
の
実
態
と
公
的
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

万
人
前
後
で
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
事
故
発
生
件
数
、
負
傷
者
数
は
昭
和
五
二
年
以
降
増
加
し
続
け
て
お
り
、
平
成
九
年
度
の

交
通
事
故
件
数
は
七
八
〇
、
三
九
九
件
、
負
傷
者
は
九
五
八
、
九
二
五
人
の
多
き
に
上
っ
て
い
る
。
ま
た
同
年
の
死
傷
者
・
損

傷
主
部
位
別
統
計
に
よ
る
と
、
脳
外
傷
に
直
接
的
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
頭
部
損
傷
だ
け
で
も
、
死
者
は
五
、
〇
一
四 

 

人
、
重
傷
者
（
治
療
三
〇
日
以
上
）
は
一
一
、
六
六
二
人
、
軽
傷
者
（
治
療
三
〇
日
未
満
）
は
九
二
、
四
〇
八
人
に
も
上
る
。

受
傷
後
の
体
系
的
な
追
跡
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
脳
外
傷
者
の
発
症
実
態
は
不
明
だ
が
、
交
通
事
故
に
よ
る
脳
外
傷
者

だ
け
で
も
か
な
り
の
多
人
数
に
上
り
、
そ
の
数
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

こ
れ
ら
救
命
救
急
医
療
の
進
歩
や
交
通
事
故
負
傷
者
の
増
加
等
の
現
況
を
考
え
る
と
き
、
い
わ
ゆ
る
脳
外
傷
者
の
実
態
把
握

と
医
療
及
び
福
祉
に
お
け
る
公
的
支
援
制
度
の
確
立
は
緊
急
を
要
す
る
課
題
だ
と
考
え
る
。 

一 

脳
外
傷
者
の
実
態
調
査
を
早
期
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
少
な
く
と
も
交
通

事
故
を
受
傷
原
因
と
す
る
脳
外
傷
者
に
つ
い
て
は
、
交
通
統
計
な
ど
統
計
調
査
の
基
礎
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

二 

脳
外
傷
者
・
高
次
脳
機
能
障
害
者
に
対
す
る
医
学
的
・
職
業
的
・
社
会
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が 

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

 

五 

強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
研
究
に
早
急
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
先
駆
的
に
脳
外

傷
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
対
し
て
、
適
切
な
助
成
事
業
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

脳
外
傷
者
の
障
害
実
態
に
沿
っ
た
障
害
認
定
方
法
の
確
立
と
福
祉
制
度
の
改
善
が
望
ま
れ
る
が
、
当
面
、
同
患
者
及
び
家

族
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
施
設
入
所
条
件
の
緩
和
な
ど
現
行
制
度
の
柔
軟
な
施
策
運
用
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
政
府

の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

四 

介
護
保
険
法
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
条
件
と
し
て
加
齢
疾
病
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
脳
外
傷
者
の

場
合
、
こ
の
条
項
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
保
険
料
を
納
め
な
が
ら
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
不
平
等
を

是
正
す
る
た
め
、
同
条
項
を
撤
廃
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


